
武
者
小
路
実
篤
と
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹生

井

知

子

一

こ
の
度
、
武
者
小
路
実
篤
記
念
館

の
特

別
展

「
自
伝

『
或
る
男
』

の
青
春
～
初
恋

・
親
友

・
そ
し

て
夢

へ
～
」

で
、
南
木
家

に
所
蔵
さ
れ

て
い
た
志
茂

シ
ズ

.
テ
イ
姉
妹

の
写
真
を
公
開
す

る
こ
と
が

で
き
た
が
、
図
録

に
は
わ
ず
か
な
写
真
し
か
掲
載

で
き

な
か

っ
た
の
で
、

こ
こ

で
は
保
存
状
態

の
良

い
他

の
写
真
を

い
く

つ
か
ご
紹
介
す

る
と
と
も

に
、
志
茂

姉
妹

を
め
ぐ
る
武
者

小
路
実
篤
年
譜

の
あ

や
ま
り
を
正

し
た
い
と
思

う
。

こ
れ
ま

で
、
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

は
、
明
治

三
十

三
年

四
月

に
上
京
、

そ
れ
ぞ
れ
実
践
女
学
校

の
三
年
生
、

二
年
生
と

な
り
、

シ
ズ
が
卒

業
し
た

の

は
明
治

三
十

五
年
三
月
、

テ
イ
が
卒
業
し
た

の
は
翌

明
治

三
十
六
年

三
月

と
考

え
ら
れ

て
き
た
。
恐
ら
く
、

そ
の
最
大

の
根
拠

は
、
大
正

三
年
、
実

篤
が

数

え
年
三
十
歳

の
時

に
執
筆

し
た

「
初
恋
」

(
二
)

に

《
始
め

て
お
貞

さ
ん
が
大

阪
か
ら
東
京

に
出

て
来
た

の
は
今

よ
り
十

四
年

前

で
、
自
分

の
十
六

の

時

だ

つ
た
。

そ
れ
か
ら
三
年

の
問
、
夏

の
休
を
別

に
し
て
お
貞

さ
ん
は
自
家

の
長
家

に
ゐ
た
伯
母

の
処

に
居
た
。
さ
う
し

て
今

か
ら
十

一
年
前

に
乃
ち
自

分

の
十

九

の
時

に
お
貞

さ
ん
は
大
阪

の
家

に
帰

つ
た
。
》
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

「
初
恋

」
「
或
る
男
」

に
は
、
姉

の
シ
ズ

が
明
治

三
十
五
年

四
月

以
降
、

テ
イ
が
明
治

三
十
六
年
四
月
以
降
も
実
践
女
学
校

に
在
学

し
て
い
た

こ
と
を
窺

わ
せ
る
記
述

が

い
く

つ
も
あ

る
の
で
あ

る
。

武
者
小
路
実
篤
と
志
茂

シ
ズ

.
テ
イ
姉
妹

四
五



武
者
小
路
実
篤
と
志
茂
シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

四
六

例
え
ば
、
「
初
恋
」

(十
)

に
は
、
実
践
女
学
校

が
遠

く
に
引

っ
越
し
、
通
学

に
時
間
が
掛
か

る
よ
う

に
な

っ
て
、
実
篤

は
テ
イ
と
ゆ

っ
く
り
話
が
出
来

な
く
な

っ
た
と

い
う
切
実
な
体
験

が
書

か
れ
て
い
る
。

と

こ
ろ
が

『
実
践
女
子
学
園

一
〇
〇
年
史
』

に
よ
れ
ば
、
武
者
小
路
邸

の
す
ぐ
そ
ば

の
麹
町
区
元

園
町

二
丁
目

四
番
地

に
あ

っ
た
実
践
女
学
校

が
渋
谷
村
常
磐

松

に
移
転
し
た

の
は
、
明
治
三
十
六
年
五
月

の
こ
と
で
、

テ
イ
は
、

こ
の
時
期
ま
だ
実
践
女

学
校

に
通

っ
て
い
た
と
考

え
な
い
と
筋

が
通
ら
な
い
。

ま

た
、
「
初
恋
」

(
三
)

に
は
、

《姉

は
三
年

に
入
り
、
お
貞
さ
ん
は

一
年

に
入

る
わ
け
だ

つ
た
が
、
齢

よ
り
ま
せ
て
ゐ
た

の
で
二
年

に
入

つ
た
。
》
と
あ

る
が
、

『実

践
女
子
学
園

一
〇
O
年
史

』

に
よ

る
と
、
実
践

女
学

校
は
修
業
年
限

五
箇

年

の
女
学
校

で
あ
る
。
姉

の
シ
ズ
が
明
治

三
十

三
年
四
月

に
三
年

生

に
な

っ
た
の
な
ら
、

三
十

五
年
四
月
か
ら
五
年
生

で
あ
り
、
三
十
六
年
三
月
卒
業

が
順
当

で
、

テ
イ
が
明
治
三
十
三
年
四
月

に
二
年
生

に
な

っ
た
の
な

ら
、

三
十
六
年

四
月

か
ら
五
年
生

で
あ
り
、
三
十
七
年
三
月
卒
業
が
順
当

な
の
で
あ
る
。

事
実
、
実
践
女
子
大
学

図
書

館
所
蔵

の
特
殊

コ
レ
ク
シ

ョ
ン

・
下

田
歌
子
関
係
資
料

の
実
践
女

学
校

卒
業
生
名
簿

で
は
、
明
治
三
十
六
年

三
月
第

二
回

卒
業
生

と
し

て

《
志
茂
志
づ
》
、

明
治
三
十
七
年
第

三
回
卒

業
生
と
し

て

《志
茂

て
い
》

の
名
が
記

さ
れ

て
い
る
。

そ
し

て
、

こ
の
名
簿

の
記
載

の
通

り

と
考

え
れ
ば
、
右

に
挙

げ
た
以
外

に
も

「
初
恋
」
「
或

る
男
」

の
中

に
あ

っ
た
問
題
点

す

べ
て
を
説
明

で
き
る

の
で
あ

る
。

例

え
ば
、

「或

る
男
」
(
七
十
)

に
は
、
姉

の
シ
ズ
が
卒
業

し
帰
郷

し
た
時
、
実

篤
は
学
校

の
修
学
旅
行

で
大
阪
博
覧
会

に
行

っ
て
い
た
と
い
う
記
述

が

あ
る
。
大
阪
博
覧
会
と
は
、
明
治
三
十
六
年
三
月
か
ら
七
月

ま
で
開
催

さ
れ
た
第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

で
あ

る
と
考

え
ら

れ
、
志
賀
直
哉

の

「稲

村
雑

談
」

の

《
大
阪

の
茶
臼
山

で
何
回
目
か

の
内
国
博
覧
会

が
あ

つ
て
、
学
校

の
方

の
修
学
旅
行
も
あ

つ
た
》
と

い
う
記
述

か
ら
、
学
習
院

の
修
学

旅
行
が

こ

の
時
期

に
あ

っ
た

こ
と
も
裏
付
け
ら
れ

る
。
従

っ
て
、

シ
ズ
が
卒
業

し
た
の
は
、
従
来
考
え
ら
れ

て
い
た
三
十
五
年

で
は
な
く
、

三
十
六

年
三
月
と
す
る

こ
と

で
問
題
は
解
消
す
る
。

ま
た

「
或

る
男
」

(七
十
三
)

に
は
、

こ
の
旅
行

か
ら
帰

っ
て
ま
も
な
く
、
《
華
族
女
学
校

の
卒
業
生

の
人

々
が
発
起

で
、
下

田
歌

子

の
為
め

に
、
あ
る

催
し
を
し

て
、
金

を
あ

つ
め

る
こ
と

が
く
は
だ

て
ら
れ

(中
略
)

お
貞

さ
ん

(中
略
)

が
、

仕
舞

ひ
を
す

る
こ
と

に
な

つ
て
ゐ
た
。
》
と

あ
る
。

恐
ら
く

こ
れ

は
、
実
践
女
学
校

の
建
築
費

を
助

け
る
為

に
華
族

女
学
校

の
卒
業
生
た
ち
が
明
治
三
十
六
年

四
月

二
十

五

.
二
十
六

日
に
開
催
し
た
癸
卯
園
遊
会

の



こ
と

で
あ

る
と
思

わ
れ
る
。

テ
イ
の
卒

業
が
三
十
七
年
な
ら
ば
、

こ
の
時
期
、

テ
イ
は
ま
だ
東
京

に
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
極

め

て
自
然

に
理
解

で
き

る
よ

う

に
な

る
。

ま

た

「或

る
男
」

(七
十
五
)

な
ど

に
は
、

テ
イ
が
卒
業

す
る
前
年

の
夏
、
実
篤

は
聖

書
を
初
め

て
読

み
ト

ル
ス
ト
イ
を
知

っ
た
と
い
う
重

要
な
証
言

が
出

て
く

る
。
同
じ
所

に
、
新
学
期

か
ら
兄

・
公
共
は
大
学
、
実
篤
は
高
等
科

に
進
学
と
出

る
の
で
、

そ
れ
は
明
治
三
十
六

年
夏

の
こ
と

で
あ
る
と
思
わ

れ

る
。

大
津
山
国
夫
氏

は
、
『
武
者
小
路
実
篤

論
1

「
新
し
き
村
」
ま

で
ー
』

で
、
「
或

る
男
」

の
こ
の
記
述
を
問
題

に
し
、

テ
イ
と

の
別
れ
は
明
治
三
十
六
年

三
月
だ
か
ら
、

そ
の
前
年

に
ト
ル

ス
ト
イ
を
知

っ
た
と

い
う

の
は
矛
盾
が
あ

る
と
し
、
明
治
三
十
五
年
夏
、

三
十
六
年
夏

の
い
ず
れ

に
ト
ル
ス
ト
イ

に
初

め

て
接
し

た
の
か
と
検
討
を
加

え
て
お
ら
れ
る
。

大
津
山
氏
は
、
実
篤
が
初
め

て
読

ん
だ

ト
ル
ス
ト
イ
の
作
品

が
、
明
治

三
十

六
年
三
月
刊
行

の
加
藤
直

士
訳

『
我
宗
教
』

で
あ

る
こ
と
か
ら
、

ト

ル
ス
ト
イ

に
初

め

て
接
し
た

の
は
明
治
三
十
六
年
夏

で
あ

る
と
結
論
を
出

し
て
お
ら
れ
る

の
だ
が
、

こ
の
問
題

も
、

テ
イ

の
帰
郷
が
実

は
明
治

三
十
七
年

三
月

で
あ

っ
た
と
考

え
れ
ば
す

っ
き
り
と
納
得

で
き

る
の
で
あ

る
。

二

次

に
、
南
木
家

に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
写
真

を
何
点

か
ご
紹
介

し
た

い
。
次

の
略
系
図

に
あ
げ

て
お

い
た
よ
う
に
、
志
茂

シ
ズ
が
結
婚
し
た

の
は
、
後
年

雑
誌

「
上
方
」

の
編
集
発
行

で
知

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
南

木
芳
太
郎

で
あ
る
が
、
二
人

の
長
男

・
淑
郎

の
お
子

さ
ん
に
当

た
ら
れ
る
紅
子

・
純

・
紳
ご
兄

弟

の
も
と

で
、
若
き

日
の
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

ら
の
写
真

が
多
数

発
見
さ
れ
塵

の
で
あ

る
。

武
者
小
路
実
篤
と
志
茂
シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

四
七



武
者
小
路
実
篤
と
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

四
八

志
茂
威
三
郎

カ

ネ

ウ

タ

南
木
芳
太
郎

シ

ズ

テ

イ

香
村
英
太
郎

淑

郎

富
美
子

礼

次

薫

三

肇昇
二
郎

ひ

ろ

文

雄

艶サ

ダ

英

夫

八

重

千
恵
子

登

代



ま
ず
最
初

に
ご

紹
介

す
る

の
は
、
志
茂

ウ
タ

・
シ
ズ

・
テ
イ
三
姉
妹
が

写

っ
て
い
る
写
真
①
と
②

で
あ
る
。

い
ず
れ
も
上
京

前

の
も

の
か
。
南
木
紳
氏

に
よ
る
と
、

シ
ズ
は
と

て
も
綺
麗

で
器
用
な
人

で
、
人
形
な
ど
を

よ
く
手
作

り
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

【写 真 ① 】 左 よ リ、 テイ 、 ウタ 、 シズ、 一 人 未 詳

"
<i1yAe!i3i'S','・.〈 〉:<::.

,捌

【写 真 ② 】 左 よ り、 ウ タ、 テイ 、 シズ

 

武
者
小
路
実
篤
と
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

四
九



武
者
小
路
実
篤

と
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

五
〇

写
真
③

は
、
恐
ら
く
明
治
三
十
三
年
頃

に
撮
影
さ
れ

た
も

の
で
あ

る
。

写
真
④

は
、
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹
が
同
居
し

て
い
た
勘
解
由
小
路
康
子
と

写

っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
中
央

の
や
や
年
長

の
女
性

は
、
同
じ
く
同
居

し
て
い
た
勘
解
由
小
路
冨
久
子
か
も
知
れ
な

い
。
写
真
④

の
テ
イ
は
、

写
真
③

と
同

じ
着
物

を
着

て
い
る

こ
と
か
ら
、
近

い
時
期

の
も

の
か
。
上
京
後

ま

も
な
く

の
記
念
撮
影
か
も
知
れ
な

い
。

【写真③】テイ

【写真④】左よ り、テイ、一人未詳、勘解 由小路康子、 シズ



写
真

⑤
は
、
実
践
女
学
校

の
制
服
姿

の
テ
イ
で
あ

る
。
裏

に
よ
く
見

え
な
い
が

《
三
年
十
月
》
ら
し
き
文
字
と

は

っ
き
り
と

《
十

二
年
九

ケ
月
》

の
文

字

が
窺

え
る
。

テ
イ
が
明
治
二
十

一
年

二
月

三
日
生
ま

れ
で
あ

る
こ
と
も
考

え
合

わ
せ
る
と
、
明
治
三
十
三
年
十
月

の
も

の
か
。

写
真
⑥

と
⑦

の
テ
イ
は
、
同
じ
着
物
を
着

て
い
る
か

ら
、
近

い
時
期

の
も
の
か
も
知

れ
な

い
。

【写真⑤】 テイ【写真⑥】 テイ

【写真⑦】後列左よ り三人 目が テイ

 

武
者
小
路
実
篤
と
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

五

一



武
者
小
路
実
篤
と
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

五
二

写
真
⑧

は
、
《
明
治

三
十
五
年
九
月
五

日
》

と
裏
書

き
が
あ
る
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉

妹

の
写
真

で
あ

る
。

写
真
⑨

は
、
左
右

に
座

っ
て
い
る
の
が
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

で
あ
る
。【写 真 ⑧ 】左 よ り、 シ ズ、 テ イ

【写 真⑨ 】左 よ り、 テイ 、 一 人 未 詳 、 シ ズ



写
真
⑩

は
、
志
茂

ウ
タ

・
シ
ズ

・
テ
イ
三
姉
妹
が
写

っ
て
い
る
。
女
学
校
卒
業
後

の
も

の
か
。

写
真
⑪

は
、
裏

に

《香
村

貞
子
》

の
文
字
が
読
み
と
れ
る
。

写
真
⑫

も
、

恐
ら
く
結
婚

後

の
テ
イ

で
あ
ろ
う
。

【写 真 ⑩ 】 左 よ り、 テイ 、 ウタ、 シズ、 二 人 未 詳

【写真⑪】テイ【写真⑫】 テイ

 

武
者

小
路
実
篤
と
志
茂

シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

五
三



武
者
小
路
実
篤
と
志
茂
シ
ズ

・
テ
イ
姉
妹

五
四

写
真
⑬

は
、

テ
イ
と
子
供

た
ち
の
写
真

で
あ
る
。

テ
イ

の
長
男

・
肇
は
、
明
治

四
十

一
年

一
月
七

日
に
生

ま
れ
た
が
、
同

日
亡

く
な

っ
て
い
る
。

次
男

の
昇

二
郎

は
明
治

四
十

二
年

四
月

二
十

一
日
生

ま
れ
、
長
女

・
ひ
ろ
は
明
治

四
十

四
年

二
月

二
十
八

日
生

ま
れ
で
あ
る
。
子
供

た
ち

の
成

長

の
様
子
か
ら

見

て
、
恐

ら
く
明
治

四
十

五
年
初

め
頃

の
撮

影

で
あ
ろ
う
。
武
者
小
路
実
篤
が

テ
イ
に
生
涯
最
後

に
会

っ
た
の
は
、
明
治

四
十

四
年

五
月
十
二
日

の
こ
と

で
あ

る
か
ら
、
実
篤

の
眼
に
残

っ
た

テ
イ

の
面
影
は
、

こ
の
写
真
と
さ

ほ
ど
違

っ
て
は
い
な
か

っ
た
ろ
う
。

な
お
、

南
木
家

に
は
、
学
習
院

の
制

服
姿

の
武
者
小
路
実
篤

と
勘

解
由
小
路
資
承

ら
の
集
合

写
真

(『
新
潮

日
本
文
学

ア
ル
バ
ム

武
者
小
路
実

篤
」

九
頁

に
掲

載
。
)

や
写
真
⑭

の
川

口
武
定

・
直
子
夫
妻

の
写
真

も
残

さ
れ

て
い
た
。

川
口
夫
妻

の
写
真

の
裏

に
は

《宮

内
次
官

男
爵

川
口
武
定

夫

人
直
子
》

と
あ
る
。

川
口
直

子
は
、
武
者
小

路
秋
子

・
勘
解
由
小
路
資
承

の
妹

に
当

た
る
。
交
際

の
記
念

に
贈

ら
れ
た
写
真

で
あ
ろ
う
。

【写真⑬】中央、テイ と次男 ・昇二郎。右 の子供

が長女 ・ひ ろ。左右の二人 は未詳

【写真⑭】川 口武定 ・直子

 

【付
記
】
写
真
を
提
供

し
て
下

さ

っ
た
南
木

紅
子

・
純

・
紳
ご
兄
弟

に
こ
の
場
を
借

り

て
深
く
御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

ま
た
南
木

芳
太
郎

・
シ
ズ
夫
妻

の
三
男

に
当
た
ら

れ

る
南
木
薫
三
氏
、
香
村
英
太
郎

・
テ
イ
夫

妻
の
孫
に
当
た
ら
れ
る
久
保
田
幸
子
氏

に
は
様

々
な
ご
教
示

に
預

か
り
ま
し
た
。

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


